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田上町『世界一 明るい 竹のまちへ』たがみバンブーブー
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小沢 辰男（小澤 辰男）

小沢　辰男（おざわ たつお　1916 ～ 2013）氏は、1916 年（大正５年）12 月７日
新潟市出身。旧制新潟商業学校、旧制新潟高等学校を経て、1941 年に東京帝国大学
法学部政治学科を卒業し内務省に入省した。戦後は厚生省に移り、公衆衛生局や保
険局などで勤務し、新潟赤十字センター長として在日朝鮮人帰還事業にも携わった。
1960 年の衆議院議員総選挙で初当選し、以来 13 期連続当選。田中角栄の最側近と
して「田中派の金庫番」と呼ばれ、自民党離党後は新生党、新進党、改革クラブの
結成に参加し、改革クラブ代表を務めた。政界引退後は新潟国際情報大学の理事長・
学長として教育振興に尽力。2013 年 10 月 13 日逝去。享年 96 歳。

◎表紙◎
『世界一 明るい 

竹のまちへ』
たがみバンブーブー

（田上町）
撮影場所：たがみバンブーブー竹林
提供者：山口　匠

（日本の内務及び厚生官僚、政治家、東京新潟県人会第７代会長  1980－1998）

放置竹林という地域課題を「地域
資源」へと変える地域創生プロジェ
クト「たがみバンブーブー」の様子
です。竹林整備により伐採した竹
を活用した幻想的な竹あかりアー
トを、地域住民や地域企業、ボラン

ティアが協力し制作、展示。光を通
して田上町の魅力を発信し、人と地
域をつなぐ、持続可能なまちづくり
に取り組むイベントです。期間中
は町内外から５万人を超える来場
者が訪れ、町に活気があふれます。

東京新潟県人会［歴代会長］紹介
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東京新潟県人会 納涼まつり 2026

470 名を超える方々にご参加いただき、今年も猛暑の中、盛大に開催されました。

7/20( 月・祝 )11：20 ～ 14：30
ホテル椿山荘東京　バンケット棟 5階　グランドホール「椿」

志
ん
こ
餅

「元祖松之山の志んこ餅 ( しんこもち )」。
噛むほどにお米のやさしい甘みが広が
り、まろやかなこし餡とよく合います。
歯切れの良さから、お餅が苦手な方に
も人気があるのだそうです。

物
販
紹
介

L
o
c
a
l　
P
ro
d
u
c
ts

恒
例
の
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
。

　特
産
品
の
中
か
ら
筆
者
が
実

際
に
味
わ
っ
た
お
す
す
め
商
品

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

十
日
町
市
名
物

ご
っ
つ
あ
ん

ラ
ー
メ
ン

スープには海洋高校生が開発した「甘えび醤油」
と鮭魚醤「最後の一滴」を使用。ごっつあんシ
リーズの売上の一部は、海洋高校相撲部の後援
会に寄付され、遠征費や合宿所の食費として活
用されています。食べて相撲部を応援！

海
洋
高
校
相
撲
部
が
開
発

ラ
ー
メ
ン

スープには海洋高校生が開発した「甘えび醤油」

お
出
迎
え

L
o
c
a
l
P
r
o
d
u
c
t
s

入
り
口
に
て
、
県
人
会

の
法
被
を
纏
い
、
皆
様
を

お
出
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。

当日の朝は気温が 38度に達し、立っているだけでも汗ばむほどの厳しい暑さとなりました。小林実行委員長は、遠くから手を振っ
てくださる皆様に応えたいとの思いから、シャツを 2度着替えながらも会場の外に立ち、来場される方々をお迎えされたそうです。
こうして多くの皆様にお集まりいただけましたことを、県人会一同、心より感謝申し上げます。

こ
の
ほ
か
、
佐
渡
の
特
産
品

コ
ー
ナ
ー
や
、
新
潟
県
内
・
東
京

都
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
並
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
一
部
の
み

の
ご
紹
介
と
な
り
ま
す
が
、
魅

力
的
な
商
品
が
数
多
く
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。
お
手
土
産
選
び
に
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

東京新潟県人会 納涼まつり 2026東京新潟県人会 納涼まつり 2026東京新潟県人会 納涼まつり 2026

470 名を超える方々にご参加いただき、今年も猛暑の中、盛大に開催されました。

7/20( 月・祝 )11：20 ～ 14：30
ホテル椿山荘東京　バンケット棟 5階　グランドホール「椿」

志
ん
こ
餅

「元祖松之山の志んこ餅 ( しんこもち )」。
噛むほどにお米のやさしい甘みが広が
り、まろやかなこし餡とよく合います。
歯切れの良さから、お餅が苦手な方に
も人気があるのだそうです。

物
販
紹
介

Local　
Products

恒
例
の
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
。 

　特
産
品
の
中
か
ら
筆
者
が
実

際
に
味
わ
っ
た
お
す
す
め
商
品

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

十
日
町
市
名
物

ご
っ
つ
あ
ん

ラ
ー
メ
ン

スープには海洋高校生が開発した「甘えび醤油」
と鮭魚醤「最後の一滴」を使用。ごっつあんシ
リーズの売上の一部は、海洋高校相撲部の後援
会に寄付され、遠征費や合宿所の食費として活
用されています。食べて相撲部を応援！

海
洋
高
校
相
撲
部
が
開
発

お
出
迎
え

Local

　Products

入
り
口
に
て
、
県
人
会

の
法
被
を
纏
い
、
皆
様
を

お
出
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。

当日の朝は気温が 38 度に達し、立っているだけでも汗ばむほどの厳しい暑さとなりました。小林実行委員長は、遠くから手を振っ
てくださる皆様に応えたいとの思いから、シャツを 2 度着替えながらも会場の外に立ち、来場される方々をお迎えされたそうです。
こうして多くの皆様にお集まりいただけましたことを、県人会一同、心より感謝申し上げます。

こ
の
ほ
か
、
佐
渡
の
特
産
品

コ
ー
ナ
ー
や
、
新
潟
県
内
・
東
京

都
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
並
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
一
部
の
み

の
ご
紹
介
と
な
り
ま
す
が
、
魅

力
的
な
商
品
が
数
多
く
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。
手
土
産
選
び
に
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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式典
第一部

ご
飯
＆
お
酒

F
o
o
d
 
&
 
D
r
in
k
s

会
場
内
は
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
。
鏡
開

き
後
の
樽
酒
に
加
え
、
ワ
イ
ン
・
ビ
ー

ル
・
ウ
イ
ス
キ
ー
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク

の
ほ
か
、
各
種
日
本
酒
も
用
意
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　お
食
事
に
は
お
味
噌
汁
と
茶
菓
子
も

付
き
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
と
き
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
。

開会～鏡開き

会長挨拶／宮田 亮平 会長来賓祝辞／新潟県知事　花角 英世様　来賓祝辞／魚沼市長　内田 幹夫様　

乾杯／新潟県議会議長 青柳 正司様 国歌斉唱・県民歌／全員

国
歌
斉
唱
・
県
民
歌
に
続
き
、

宮
田
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
、
花

角
新
潟
県
知
事
、
内
田
魚
沼
市

長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
壇
上
に
は
、
新
潟
を
代
表

す
る
三
つ
の
酒
樽
（
壇
上
に
向

か
っ
て
左
か
ら
北
雪
、朝
日
山
、

八
海
山
）
が
並
び
、
威
勢
の
よ

い
掛
け
声
と
と
も
に
小
槌
が
振

り
下
ろ
さ
れ
、
め
で
た
く
鏡
開

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
様
子

E
v
e
n
t
 
S
c
e
n
e
s

乾
杯
後
、
式
典
第
二
部

の
開
宴
ま
で
の
お
時
間
、

会
員
の
皆
様
は
歓
談
を
楽

し
み
な
が
ら
和
や
か
に
交

流
を
深
め
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　ご
歓
談
中
、
撮
影
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

東京魚沼会の皆様 越後獅子の会の皆様

式典
第一部

ご
飯
＆
お
酒

Food & D
rinks

会
場
内
は
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
。
鏡
開

き
後
の
樽
酒
に
加
え
、
ワ
イ
ン
・
ビ
ー

ル
・
ウ
イ
ス
キ
ー
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク

の
ほ
か
、
各
種
日
本
酒
も
用
意
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

　お
食
事
に
は
お
味
噌
汁
と
茶
菓
子
も

付
き
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
と
き
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
。

開会～鏡開き

会長挨拶／宮田 亮平 会長来賓祝辞／新潟県知事　花角 英世様　来賓祝辞／魚沼市長　内田 幹夫様　

乾杯／新潟県議会議長 青柳 正司様 国歌斉唱・県民歌／全員

国
歌
斉
唱
・
県
民
歌
に
続
き
、

宮
田
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
、
花

角
新
潟
県
知
事
、
内
田
魚
沼
市

長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
壇
上
に
は
、
新
潟
を
代
表

す
る
三
つ
の
酒
樽
（
壇
上
に
向

か
っ
て
左
か
ら
北
雪
、朝
日
山
、

八
海
山
）
が
並
び
、
威
勢
の
よ

い
掛
け
声
と
と
も
に
小
槌
が
振

り
下
ろ
さ
れ
、
め
で
た
く
鏡
開

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
様
子

Event Scenes

乾
杯
後
、
式
典
第
二
部

の
開
宴
ま
で
の
お
時
間
、

会
員
の
皆
様
は
歓
談
を
楽

し
み
な
が
ら
和
や
か
に
交

流
を
深
め
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。 

　ご
歓
談
中
、
撮
影
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

東京魚沼会の皆様 新潟越後獅子の会の皆様
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式典
第二部

アトラクション～閉会

天神囃子／十日町市民謡協会

司
会
は
、
第
一
部
を
西
野
七

美
さ
ん
、
第
二
部
を
恩
田
睦
子

さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。
十
日
町

市
民
謡
協
会
に
よ
る
「
天
神
囃

子
」
の
披
露
を
皮
切
り
に
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
幕
が
上
が
り

ま
し
た
。

第一部司会：西野 七美第二部司会：恩田 睦子

司
会
の
お
二
人

M
a
s
t
e
r
s
 
o
f
 
C
e
r
e
m
o
n
ie

s
見上げてごらん夜の星を／蘭燃

おんなの越後路／舞 さくら 佐渡おけさ／東京新潟県人会おけさクラブ

十日町小唄／十日町市民謡協会・十日町市舞踊協会よろこびの歌・ふるさと謝辞／実行委員長 小林 英典

蘭
燃
さ
ん
・
舞
さ
く
ら
さ
ん
の
歌
唱

に
続
き
、
佐
渡
お
け
さ
や
十
日
町
小
唄

が
披
露
さ
れ
る
と
、
舞
台
下
に
も
踊
り

の
輪
が
広
が
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
終
盤
に
は
、
元
気
の

出
る
歌
の
会
・
東
京
三
条
会
の
宮
田
タ

マ
恵
さ
ん
の
指
揮
の
も
と
、「
よ
ろ
こ
び

の
歌
」
と
「
ふ
る
さ
と
」
を
会
場
の
皆

様
で
合
唱
。「
よ
ろ
こ
び
の
歌
」を
ド
イ

ツ
語
で
歌
う
こ
と
も
恒
例
と
な
り
、
難

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
少
し
ず
つ
耳
に
な
じ
ん
で
き
ま

し
た
。
華
や
か
な
歌
と
踊
り
、
そ
し
て

会
場
全
体
で
の
合
唱
に
包
ま
れ
、
最
後

に
小
林
実
行
委
員
長
が
謝
辞
を
述
べ
、

今
年
の
納
涼
ま
つ
り
も
温
か
な
一
体
感

の
う
ち
に
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り

小
さ
な
写
真
し
か
掲
載
で
き
ま

せ
ん
が
、
東
京
新
潟
県
人
会
の

ウ
ェ
ブ
広
報
に
は
他
に
も
沢
山

の
写
真
や
、
ご
挨
拶
・
ご
祝
辞

の
内
容
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

当
日
の
様
子
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

動
画
に
ま
と
め
、
ア
ッ
プ
し
て

お
り
ま
す
。
併
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

厳
し
い
暑
さ
の
中
、
県
人
会

の
催
し
に
足
を
お
運
び
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
年
も
無
事
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、

ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
を
は

じ
め
、
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
皆
様
、な
ら
び
に
ご
協
力
・

ご
協
賛
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
の

お
か
げ
で
す
。
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
十
月
に
は
上
野
東
天

紅
に
て
芸
能
大
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

文
・
写
真
：
内
田
万
理

県人会ウェブ広報は
こちらから▼

式典
第二部

アトラクション～閉会

天神囃子／十日町市民謡協会

司
会
は
、
第
一
部
を
西
野
七

美
さ
ん
、
第
二
部
を
恩
田
睦
子

さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。
十
日
町

市
民
謡
協
会
に
よ
る
「
天
神
囃

子
」
の
披
露
を
皮
切
り
に
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
幕
が
上
が
り

ま
し
た
。

第一部司会：西野 七美第二部司会：恩田 睦子

司
会
の
お
二
人

M
asters of Cerem

onies
見上げてごらん夜の星を／蘭燃

おんなの越後路／舞 さくら 佐渡おけさ／東京新潟県人会おけさクラブ

十日町小唄／十日町市民謡協会・十日町市舞踊協会よろこびの歌・ふるさと謝辞／実行委員長 小林 英典

蘭
燃
さ
ん
・
舞
さ
く
ら
さ
ん
の
歌
唱

に
続
き
、
佐
渡
お
け
さ
や
十
日
町
小
唄

が
披
露
さ
れ
る
と
、
舞
台
下
に
も
踊
り

の
輪
が
広
が
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
終
盤
に
は
、
元
気
の

出
る
歌
の
会
・
東
京
三
条
会
の
宮
田
タ

マ
恵
さ
ん
の
指
揮
の
も
と
、「
よ
ろ
こ
び

の
歌
」
と
「
ふ
る
さ
と
」
を
会
場
の
皆

様
で
合
唱
。「
よ
ろ
こ
び
の
歌
」を
ド
イ

ツ
語
で
歌
う
こ
と
も
恒
例
と
な
り
、
難

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
少
し
ず
つ
耳
に
な
じ
ん
で
き
ま

し
た
。
華
や
か
な
歌
と
踊
り
、
そ
し
て

会
場
全
体
で
の
合
唱
に
包
ま
れ
、
最
後

に
小
林
実
行
委
員
長
が
謝
辞
を
述
べ
、

今
年
の
納
涼
ま
つ
り
も
温
か
な
一
体
感

の
う
ち
に
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り

小
さ
な
写
真
し
か
掲
載
で
き
ま

せ
ん
が
、
東
京
新
潟
県
人
会
の

ウ
ェ
ブ
広
報
に
は
他
に
も
沢
山

の
写
真
や
、
ご
挨
拶
・
ご
祝
辞

の
内
容
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

　

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

当
日
の
様
子
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

動
画
に
ま
と
め
、
ア
ッ
プ
し
て

お
り
ま
す
。
併
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

厳
し
い
暑
さ
の
中
、
県
人
会

の
催
し
に
足
を
お
運
び
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
年
も
無
事
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、

ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
を
は

じ
め
、
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
皆
様
、な
ら
び
に
ご
協
力
・

ご
協
賛
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
の

お
か
げ
で
す
。
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

　ま
た
、
十
月
に
は
上
野
東
天

紅
に
て
芸
能
大
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
文
・
写
真
：
内
田
万
理
）

県人会ウェブ広報は 
こちらから▼

式典
第二部

アトラクション～閉会
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司
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謡
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よ
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十日町小唄／十日町市民謡協会・十日町市舞踊協会よろこびの歌・ふるさと謝辞／実行委員長 小林 英典
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台
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出
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。
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も
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に
開
催
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る
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が
で
き
ま
し
た
の
は
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ご
参
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だ
さ
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た
皆
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を
は
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、
運
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に
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尽
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た
だ

い
た
皆
様
、な
ら
び
に
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催
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。
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地区県人会・郷人会だより

新
潟
県
立
松
代
高
等
学
校
同
窓
会
東
京
支
部

�

支
部
長　

齋
藤 

辰
義

日
時
：
令
和
８
年
７
月
25
日（
土
）

会
場
：
東
京
新
潟
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

猛
暑
の
中
、
東
京
新
潟
県

人
会
館
に
お
い
て
松
代
高
等

学
校
同
窓
会
東
京
支
部
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
支

部
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の

始
ま
り
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
67

年
前
に
創
設
さ
れ
、
先
輩
方

が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と

伝
統
を
受
け
継
い
で
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
母
校
の
太
田
校

長
先
生
、
関
谷
同
窓
会
長
を

は
じ
め
、
39
名
の
同
窓
生
が

参
加
し
、
盛
会
と
な
り
ま
し

た
。
第
一
部
で
は
、
牧
田
事

務
局
長
の
司
会
に
よ
り
開
会

し
、
支
部
長
挨
拶
で
会
員
の

減
少
と
い
う
課
題
に
触
れ
な

が
ら
、「
同
窓
会
へ
行
こ
う

よ
。」
を
合
言
葉
と
し
た
「
一

声
運
動
」
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

続
い
て
太
田
校
長
先
生
か

ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用

い
て
母
校
の
近
況
や
地
域
探

究
学
習
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
な

ど
現
在
の
教
育
活
動
に
つ
い

て
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
関
谷
同
窓
会
長

か
ら
は
地
元
の
話
題
に
つ
い

て
お
話
を
い
た
だ
き
、
そ
の

後
、
高
沢
副
支
部
長
の
会
計

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
11

期
生
山
岸
さ
ん
の
乾
杯
で
宴

が
始
ま
り
ま
し
た
。
会
場
で

は
旧
友
と
の
再

会
を
喜
ぶ
声
が

溢
れ
、
思
い
出

話
や
近
況
報
告

で
花
が
咲
き
ま

し
た
。

期
別
毎
の
自

己
紹
介
で
は
、

健
康
や
趣
味
、

地
域
で
の
活
動

な
ど
多
彩
な
話

題
で
盛
り
上
が

り
、
級
友
同
士

で
生
歌
を
披
露

す
る
場
面
も
あ

り
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
な
が
ら

時
が
刻
ま
れ
ま

し
た
。

最
後
は
全
員
で
「
高
校
三

年
生
」
と
「
校
歌
」
を
斉
唱

し
、
22
期
生
小
堺
さ
ん
に
よ

る
縁
起
の
「
三
本
締
め
」、

萬
羽
副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会

し
ま
し
た
。

今
後
も
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
と
と
も
に
参
加
者

の
増
加
に
努
め
、
新
入
会
員

歓
迎
会
の
復
活
を
目
指
し
て

活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

「越後奥三面 山に生かされた日々」

ふ る さ と の 映 画 上 映 会

2026年１０月18日㊐開催
昭和の終わりまで、新潟県の最奥に奇跡のように残されていた山村〈奥三面〉。

人々は山に生かされ、山を支えに暮らしてきた。
その最後の姿が、40 年の時を経てよみがえる。

■開開催催日日時時 22002266年年1100月月1188日日㊐1133::3300（開開場場）
［本編上映］14：00～16：35
※※解解説説：：箒箒有有寛寛（（民民族族文文化化映映像像研研究究所所））

■参参加加費費 11,,000000円円

■会会場場 日日比比谷谷図図書書文文化化館館ココンンベベンンシショョンンホホーールル（（地地下下11階階））
〒〒110000--00001122 東東京京都都千千代代田田区区日日比比谷谷公公園園11--44

■主主催催 村村上上高高等等学学校校同同窓窓会会関関東東支支部部
■■後後援援 村村上上市市朝朝日日ふふるるささとと会会

1984年製作／145分／日本 配給︓民族文化映像研究所
©民族文化映像研究所

●状況によって中止になる場合があります。
●満席になった時点で受け付けを終了します。
●場内は自由席です。

●E-MAILでお申し込みください。sugar135531sugar@gmail.com（担当︓大塚）
●電話でのお問い合わせ︓03-3832-7619（東京新潟県人会館事務局）
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主
的
に
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
、
佐
渡
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

い
る
事
に
感
謝
と
敬
意
を
表
さ
れ

た
。
続
い
て
ご
来
賓
の
紹
介
が
終

る
と
、
早
速
本
日
の
13
演
目
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
披
露
に
移
っ
て

行
っ
た
。

今
回
は
会
長
の
骨
折
り
で
、
静

岡
か
ら
特
別
参
加
の
団
体
（
宝
華

会
）
の
ご
参
加
も
あ
り
８
団
体
に

よ
る
公
演
と
な
っ
た
。
ま
ず
は
東

京
湊
木
遣
り
愛
好
会
（
代
表
高
橋

俊
郎
）
に
よ
る
「
湊
木
遣
り
」
の

お
披
露
目
で
賑
や
か
な
幕
開
け
と

な
っ
た
。
次
は
語
り
部
岩
見
理
奈

に
よ
る
海
府
地
方
の
民
話
「
猿
の

生
肝
」
が
披
露
さ
れ
た
。
次
か
ら

は
、
お
な
じ
み
の
佐
渡
民
謡
。
あ

か
ね
会
（
代
表
住
沢
美
智
子
）
に

よ
る
「
小
木
お
け
さ
」、
朱
鷺
お

け
さ
会
（
代
表
仲
野
昭
彦
）
＆
友

愛
会
（
代
表
金
子
美
子
）
に
よ
る

「
新
穂
音
頭
」、
若
波
会
（
会
長
藤

下
幸
伸
）
に
よ
る
「
相
川
甚
句
」、

そ
し
て
あ
か
ね
会
に
よ
る
「
小
木

音
頭
」
と
続
い
た
。

前
半
最
後
に
佐
渡
出
身
で
静
岡

で
活
躍
し
て
い
る
民
謡
団
体
宝
華

会
（
代
表
岩
﨑
順
子
）
に
よ
る

「
チ
ャ
ッ
キ
リ
節
」「
農
兵
節
」
の

ご
披
露
が
有
っ
た
。
岩
﨑
代
表
の

圧
倒
的
な
歌
唱
力
が
会
場
に
響
き

拍
手
喝
采
の
な
か
休
憩
に
は
い
っ

た
。後

半
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
若

者
の
和
太
鼓
集
団
、
鼓
々
浦
々
の

会（
会
長
菊
地
琉
生
）に
よ
る「
和

太
鼓
の
三
曲
演
奏
」
太
鼓
の
音
が

会
場
に
響
き
、
大
き
な
拍
手
と
ご

祝
儀
を
頂
く
な
ど
の
盛
況
ぶ
り
。

こ
れ
も
若
者
パ
ワ
ー
が
為
せ
る
業

か
。
次
に
ち
ょ
ん
ま
げ
姿
で
登
場

し
た
米
寿
に
近
い
民
謡
歌
手

二
十
一
世
紀
お
け
さ
ア
ー
ト
の
会

（
代
表
菊
地
幹
夫
）
に
よ
る
「
相

撲
甚
句
（
相
川
町
名
づ
く
し
）」、

宝
華
会
に
よ
る
「
旅
姿
三
人
男
」

「
佐
渡
お
け
さ
」、
県
人
会
お
け
さ

ク
ラ
ブ
（
代
表
河
野
テ
ル
子
）
に

よ
る
「
両
津
甚
句
」、
朱
鷺
お
け

さ
会
＆
友
愛
会
に
よ
る
「
相
川
音

頭
」
そ
し
て
最
後
を
飾
っ
て
最
近

若
い
歌
い
手
も
加
わ
っ
て
波
に

乗
っ
て
い
る
若
波
会
に
よ
る
「
佐

渡
お
け
さ
」
で
全
て
の
演
目
を
終

え
た
。
最
後
に
会
の
相
談
役
池
登

志
邦
に
よ
る
「
閉
会
の
挨
拶
」
で

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
終
了
。

会
場
は
全
員
で
懇
親
会
の
会
場

へ
と
早
や
変
わ
り
。
宴
席
が
整
う

と
「
乾
杯
」
の
ご
発
声
を
新
潟
県

人
会
春
日
寛
名
誉
顧
問
に
お
願
い

し
、
歌
と
踊
り
で
乾
い
た
の
ど
を

潤
わ
せ
た
。皆
様
大
い
に
懇
談
し
、

中
締
め
に
差
し
掛
か
る
頃
に
は
何

時
の
間
に
か
外
の
暑
さ
も
和
ら
ぐ

17
時
30
分
と
成
っ
て
い
た
。

参
加
さ
れ
た
団
体
の
皆
様
に
は

日
頃
の
ご
苦
労
を
心
よ
り
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

（
記  

継
承
の
会
幹
事  

石
塚 

豊
）

７
月
12
日
（
日
）「
第
二
回
首

都
圏
・
佐
渡
伝
統
芸
能
の
祭
典
」

が
、
上
野
の
東
京
新
潟
県
人
会
館

ホ
ー
ル
を
満
席
に
埋
め
て
開
催
さ

れ
た
。

13
時
か
ら
岩
見
理
奈
の
司
会

で
、斎
藤
実
会
長
の
「
開
会
挨
拶
」

に
続
き
、「
来
賓
祝
辞
」
を
東
京

新
潟
県
人
会
館
理
事
長
鈴
木
輝
雄

様
と
佐
渡
市
総
務
部
長
の
岩
﨑
洋

昭
様
か
ら
頂
戴
し
た
。鈴
木
様
は
、

佐
渡
に
沢
山
の
民
謡
と
民
謡
以
外

に
も
能
を
始
め
鬼
太
鼓
、
人
形
浄

瑠
璃
等
多
く
の
芸
能
が
継
承
さ
れ

て
い
る
事
に
敬
意
を
表
し
、
佐
渡

の
芸
能
は
新
潟
県
の
誇
り
で
あ
り

宝
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
続
い

て
岩
崎
様
は
渡
辺
竜
五
佐
渡
市
長

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
さ

れ
、
佐
渡
市
の
為
に
首
都
圏
で
自

第
二
回
首
都
圏
・
佐
渡
伝
統
芸
能
の
祭
典

首
都
圏
・
佐
渡
伝
統
芸
能
継
承
の
会
　
　
会
長 

斉
藤 

実

　
　

日
時
：
７
月
12
日
（
日
）

　
　

会
場
：
東
京
新
潟
県
人
会
館　

２
階
ホ
ー
ル
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の
力
が
強
ま
る
な
か
、
日
本
が

DX
、
AI
、
半
導
体
と
い
っ
た
先
端

分
野
を
追
い
か
け
る
だ
け
で
は
、

再
生
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
述
べ

ま
し
た
。

日
本
が
進
む
べ
き
方
向
と
し
て

寺
島
氏
が
示
し
た
の
は
、
日
本
固

有
の
技
術
や
現
場
力
を
生
か
し
、

医
療
、
防
災
、
食
料
、
文
化
、
教

育
な
ど
、
国
民
生
活
の
安
全
と
豊

か
さ
に
直
結
す
る
分
野
を
産
業
と

し
て
育
て
て
い
く
こ
と
で
し
た
。

最
先
端
技
術
を
追
う
だ
け
で
は
な

く
、
既
存
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ

て
社
会
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と

も
、
重
要
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
と
説
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
が
私
た
ち
に
訴
え

て
い
た
の
は
、
過
去
の
成
功
体
験

や
「
日
本
は
ま
だ
豊
か
で
あ
る
」

と
い
う
思
い
込
み
か
ら
離
れ
、
客

観
的
な
数
字
に
基
づ
く
「
時
代
認

識
」を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

日
本
の
再
生
に
は
、
物
を
つ
く

る
技
術
や
現
場
の
技
能
、
そ
し
て

医
療
、
防
災
、
食
料
、
教
育
な
ど

を
重
視
し
、
自
ら
価
値
を
生
み
出

す
「
産
業
力
（
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ

ル
ズ
）」
を
強
め
る
必
要
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
最
後
に
は
自
分
自
身

の
考
え
を
持
つ
こ
と
の
大
事
さ
を

語
っ
て
講
演
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
参
考
：
寺
島
文
庫

https://w
w

w
.terashim

a-
bunko.com

/index.php

）

経
済
力
が
低
下
し
て
い
る
現
状
を

説
明
し
ま
し
た
。
日
本
は
１
９
９

０
年
代
に
は
世
界
経
済
の
大
き
な

部
分
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
そ
の
比
率
が
大
幅
に
縮
小

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
中

国
、
イ
ン
ド
、
台
湾
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ジ
ア
の
国
や
地
域
は
、
急

速
な
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

日
本
の
財
政
に
つ
い
て
は
、
赤

字
国
債
の
増
発
と
日
本
銀
行
に
よ

る
国
債
の
大
量
保
有
、安
易
な「
積

極
財
政
」
は
円
の
信
用
を
低
下
さ

せ
、
さ
ら
な
る
円
安
を
招
く
お
そ

れ
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
消
費
税

減
税
な
ど
の
一
時
的
な
対
応
だ
け

で
は
な
く
、
産
業
力
を
高
め
、
円

の
価
値
を
回
復
さ
せ
る
根
本
的
な

政
策
が
必
要
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
日
本
の
産
業
力
が
こ

の
25
年
間
で
衰
え
て
き
た
こ
と
に

も
触
れ
ま
し
た
。
鉄
鋼
、
セ
メ
ン

ト
、
自
動
車
な
ど
の
生
産
が
減
少

し
、
大
規
模
な
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
、
企
業
が
設
備
投
資
や
人
材
育

成
よ
り
も
、
内
部
留
保
、
配
当
な

ど
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結

果
、
産
業
の
成
長
力
が
弱
ま
っ
た

と
指
摘
し
ま
し
た
。

講
演
の
終
盤
で
は
、
現
代
社
会

が
「
産
業
資
本
主
義
」「
金
融
資

本
主
義
」「
デ
ジ
タ
ル
資
本
主
義
」

と
い
う
三
つ
の
力
の
間
に
置
か
れ

て
い
る
こ
と
、
金
融
と
デ
ジ
タ
ル

会
長
、
多
摩
大
学
学
長
、
寺
島
文

庫
代
表
理
事
と
し
て
精
力
的
に
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
潟
市
の
政

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
経
歴

も
あ
り
、
新
潟
と
の
関
わ
り
も
浅

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
長
年
に

わ
た
り
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
へ
の

出
演
、
新
聞
・
雑
誌
へ
の
寄
稿
、

数
多
く
の
著
書
を
通
し
て
、
国
際

情
勢
か
ら
日
本
政
治
、
皇
室
の
問

題
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
テ
ー
マ

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
最
近
の

発
言
で
は
、
世
界
が
「
米
国
を
中

心
と
す
る
秩
序
」
か
ら
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
る
と
の
認
識
を
示

し
、
イ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
情
勢
や
米

中
関
係
、
日
本
政
治
の
「
沈
黙
と

危
う
さ
」
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

ま
す
。

寺
島
氏
の
政
治
的
立
場
は
、
特

定
の
政
党
や
一
時
的
な
風
潮
に
寄

り
添
う
と
い
う
よ
り
も
、
世
界
の

構
造
変
化
を
冷
静
に
見
つ
め
な
が

ら
、
日
本
の
進
む
べ
き
方
向
を
問

い
続
け
る
姿
勢
に
あ
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

今
回
、
東
京
新
潟
県
人
会
の
催

し
で
、
寺
島
氏
の
講
演
を
直
接
拝

聴
し
た
が
、
テ
レ
ビ
画
面
な
ど
を

通
し
て
知
る
印
象
そ
の
ま
ま
に
、

講
演
で
は
膨
大
な
デ
ー
タ
の
資
料

集
を
駆
使
し
な
が
ら
、
個
々
の
出

来
事
を
世
界
史
の
大
き
な
流
れ
の

中
に
位
置
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
お
話
を
聴
き
な
が
ら
、
私
た

ち
は
日
々
流
れ
て
く
る
ニ
ュ
ー
ス

を
「
知
っ
て
い
る
」
だ
け
で
、
そ

の
背
景
に
あ
る
歴
史
や
相
互
の
つ

な
が
り
ま
で
、
本
当
に
理
解
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

寺
島
氏
は
冒
頭
、「
経
営
と
は

時
代
認
識
で
あ
る
」
と
述
べ
、
個

人
、
企
業
、
行
政
の
い
ず
れ
に
お

い
て
も
、
感
覚
や
印
象
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
客
観
的
な
数
字
に
基

づ
い
て
時
代
を
捉
え
る
こ
と
が
重

要
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
日
本
人
の
海
外
渡
航
や

パ
ス
ポ
ー
ト
保
有
率
の
低
下
に
触

れ
ま
し
た
。
外
国
人
観
光
客
が
増

え
る
一
方
で
、
日
本
人
は
海
外
へ

出
な
く
な
り
、「
内
向
き
の
日
本
」

「
第
二
の
鎖
国
」
と
も
い
う
べ
き

状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。
円
安
に
よ
っ
て
海
外
旅
行

や
留
学
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と

も
、
日
本
人
が
世
界
を
見
る
機
会

を
狭
め
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め

る
割
合
を
示
し
な
が
ら
、
日
本
の

『
新
し
い
世
界
秩
序
と
日
本
、

　
　
日
本
を
迷
走
さ
せ
な
い
た
め
の
視
座
』

卓
話
者
：
寺
島
実
郎 

氏

・
日
時
：
令
和
８
年
７
月
15
日
（
水
）

・
場
所
：
上
野
精
養
軒

特
別
卓
話
の
時
間

寺
島
実
郎
氏
と
い
え
ば
、
テ
レ

ビ
の
報
道
・
情
報
番
組
な
ど
を
通

じ
て
、
国
際
政
治
や
世
界
経
済
の

大
き
な
流
れ
を
、
豊
富
な
資
料
と

独
自
の
歴
史
観
か
ら
読
み
解
く
論

客
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

寺
島
氏
は
１
９
４
７
年
に
北
海

道
で
生
ま
れ
、
早
稲
田
大
学
大
学

院
政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修

了
後
、
三
井
物
産
に
入
社
し
ま
し

た
。
米
国
の
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研

究
所
へ
の
出
向
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

本
店
勤
務
、
ワ
シ
ン
ト
ン
事
務
所

長
な
ど
を
歴
任
し
、
そ
の
後
、
三

井
物
産
戦
略
研
究
所
所
長
・
会
長
、

日
本
総
合
研
究
所
理
事
長
な
ど
を

務
め
、
現
在
は
日
本
総
合
研
究
所
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事務局からのお知らせ

会員名 出身地 紹介者

（ 一財 ） 新潟県けんこう財団 WEB

渡部 雅則 佐渡市赤泊 鎌滝 津江子

山岸 英明 十日町市蒲生 齋藤 信夫

細海 友里 新潟市 ( 白根 )

本田 隆志 新潟市 ( 旧豊栄市 ） 植木 康彦

吉里 きみよ 佐渡市両津夷 鎌滝 津江子

７
月
度
会
館
利
用
状
況

１
日
㈬	

東
京
時
計
宝
石
眼
鏡
小
売
協
同
組
合

２
日
㈭	
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟

	
	　

第
1
回
販
売
促
進
・
情
報
委
員
会

３
日
㈮	
Ｌ
Ｐ
Ｇ
内
燃
機
関
工
業
会

４
日
㈯	

城
下
町
新
発
田
会

	
	

東
京
柏
会（
柏
崎
高
校
同
窓
会
）

５
日
㈰	

に
い
が
たｃａ
ｆｅ
＆
鮭
プ
ロ
サ
ロ
ン

	
	

台
東
新
潟
県
人
会

６
日
㈪	

日
本
救
急
医
療
財
団

	
	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

	
	

あ
み
ぐ
る
み

７
日
㈫	

第
四
北
越
銀
行

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

８
日
㈬	

ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ッ
ク
㈱

	
	

文
化
委
員
会

９
日
㈭	

Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟

	
	　

第
１
回
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
委
員
会

	
	

ふ
る
さ
と
上
越
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

10
日
㈮	

歌
声
ク
ラ
ブ

	
	

広
報
委
員
会

	
	

財
務
委
員
会

11
日
㈯	

首
都
圏
つ
き
が
た
会

	
	

村
上
高
校
同
窓
会　

星
和
会

	
	

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブM

O
M
EN
T

	
	

安
塚
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

	
	

東
京
出
雲
崎
会

12
日
㈰	

首
都
圏
佐
渡
伝
統
芸
能
継
承
の
会

	
	

東
京
良
寛
会

13
日
㈪	

首
都
圏
佐
渡
伝
統
芸
能
継
承
の
会

	
	

魚
沼
エ
リ
ア
・
首
都
圏
観
光
商
談
会

14
日
㈫	

会
員
委
員
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

正
副
会
長
会
常
務
理
事
会

	
	

渉
外
委
員
会

	
	

総
務
委
員
会

	
	

Ｓ
Ｐ
審
査
会

15
日
㈬	

Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟

	
	　

第
２
回
企
画
委
員
会

16
日
㈭	

元
気
の
出
る
歌
の
会

	
	

新
潟
大
学
首
都
圏
同
窓
会

17
日
㈮	M

r. Scott Ingram

（Y
H

）

	
	

新
日
本
商
工
株
式
会
社

	
	

花
實
短
歌
会

	
	

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会

18
日
㈯	

首
都
圏
在
住
関
川
村
人
会

	
	

村
松
高
等
学
校
東
京
同
窓
会

	
	

佐
渡
お
け
さ
踊
り
隊

19
日
㈰	

星
海
ケ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

	
	

村
上
高
校
同
窓
会
関
東
支
部

	
	

関
東
羽
茂
会

20
日
㈪	

星
海
ケ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

	
	

巻
高
等
学
校
同
窓
会
東
京
支
部

	
	

あ
み
ぐ
る
み

21
日
㈫	

登
石
記
代
ア
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
研
究
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

春
日 

寛

22
日
㈬	
吉
乃
川 

リ
ブ
ラ
ン
ド
新
商
品

	
	　

お
披
露
目
試
飲
説
明
会

23
日
㈭	
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟

	
	　

関
東
支
部
連
合
会

	
	　
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
委
員
会

	
	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

	
	

桂
歌
助　

一
笑
会

24
日
㈮	

株
式
会
社
モ
ザ
イ
ク
ワ
ー
ク
	

	

コ
ム
コ
株
式
会
社

25
日
㈯	

新
潟
大
学
／
渡
辺
様

	
	

松
代
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

	
	

柏
友
会

	
	

あ
み
ぐ
る
み

26
日
㈰	

首
都
圏
新
発
田
高
校
同
窓
会

	
	　

役
員
会

	
	

若
波
会

27
日
㈪	

ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ッ
ク
㈱

	
	

新
潟
お
け
さ
会

28
日
㈫	

コ
ム
コ
株
式
会
社

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

財
団
理
事
会

	
	

十
日
町
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

	
	

新
潟
日
報
社

30
日
㈭	

コ
ム
コ
株
式
会
社

	
	

え
ち
ご
妙
高
会

	
	

桂 

ヨ
ネ
ス
ケ

	
	

東
京
栄
村
会

31
日
㈮	

新
日
本
商
工
株
式
会
社

ク
ラ
ブ
活
動
の
ご
案
内

◎
お
け
さ
ク
ラ
ブ

代
表
：
河
野 

テ
ル
子

問
い
合
わ
せ
：
０
９
０-

５
２
０
９-

６
２
３
９

日
時
：
９
月
７
日（
月
）13
時
30
分
か
ら

　
　
　

９
月
24
日（
木
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

◎
歌
声
ク
ラ
ブ

代
表
：
柳 

政
直

問
い
合
わ
せ
：
０
９
０-

３
５
４
４-

３
７
６
８

日
時
：
９
月
11
日（
金
）14
時
か
ら

会
場
：
カ
ラ
オ
ケ
館　

上
野
本
店

※�

納
涼
会
の
為
詳
細
は
代
表
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

◎
元
気
の
出
る
歌
の
会

代
表
：
宮
田 

タ
マ
恵

問
い
合
わ
せ
：
０
８
０-

６
５
４
６-

４
３
９
４

日
時
：
９
月
17
日（
木
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

※�

毎
月「
第
３
木
曜
日
」に
実
施
予
定
で
す
。

県
人
会
・
郷
人
会
の
動
き

◎
長
陵
会

第
75
回
総
会
・
懇
親
会

　
会
長
：
坂
田 

秀
夫

　
日
時
：
令
和
８
年
９
月
５
日（
土
）11
時

　
会
場
：
ラ
イ
オ
ン
銀
座
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ホ
ー
ル

　
電
話
：
０
３-

３
５
７
１-

２
５
９
０

◎
東
京
村
上
市
郷
友
会

総
会
・
三
面
川
の
鮎
を
食
べ
る
会

　
会
長
：
本
間 
健
志

　
日
時
：
令
和
８
年
９
月
５
日（
土
）12
時

　
会
場
：
庄
や
目
黒
４
０
８
店

　
電
話
：
０
３-

３
７
７
９-
４
４
９
１

新入会員のご紹介７月分新入会員のご紹介７月分（敬称略）（敬称略）
（出身地は合併前の名称も使っています）

会報誌 7月号にてご案内いたしました、第 28 回作品
展を 10 月 24 日（土）から 26 日（月）開催いたします。
皆様お誘いあわせの上是非ご鑑賞いただきますよう
ご案内いたします。

� 作品展実行委員長　　小林　英典
� 文化委員会委員長　　松川　吉男

第 28回作品展のご案内

（ 10 ）



９月の「卓話の時間」開催予告 11月の「卓話の時間」開催予告

（ 11 ）

東京新潟県人会　第16回芸能大会東京新潟県人会　第16回芸能大会
地区県人会・郷人会・同窓会等の皆さんの多数のご参加をお待ち申し上げております。

●東大

湯島 上野御徒町
仲御徒町

上
　
野●上野恩賜

　公園

池之端

京成上野■

根津

春日通り

本郷三丁目
上野広小路

319

437

17

254

東天紅
上野店

会　　費：お１人8,000円
出演申込：⃝�多数応募の場合は抽選とさせていただ

きます。
　　　　　⃝出演料　１演目につき3,000円
申込方法：�同梱の申込用紙にご記入の上、事務局ま

でファクスでお申込みください。
　　　　　�出演申込の方には事務局から詳細申込書

をお送りさせていただきます。
　　　　　【申込先】事務局ファクス　03-3832-7639
　　　　　⃝�会費・出演料、いずれも入金次第、チ

ケットをお送り致します。
　　　　　⃝�チケット発券にて領収とさせていただ

きます。
申込締切：令和８年９月28日（月）
キャンセル：�10月２日（金）までにお願いします。10月

３日（土）からキャンセル料100％かかり
ます。

会　　場：東天紅上野本店３階「鳳凰の間」
　　　　　東京都台東区池之端１-４-１（不忍池畔）
　　　　　T E L  0 3 - 3 8 2 8 - 5 1 1 1

■地下鉄
千代田線　湯島駅１番出口より
徒歩３分
銀座線　上野広小路駅A3番
出口より徒歩10分
大江戸線　上野御徒町駅A3番
出口より徒歩10分
■ＪＲ
上野駅　しのばず口より徒歩13分
御徒町駅　北口より徒歩13分
■私鉄
京成線　京成上野駅より徒歩10分

ア ク セ ス

令和８年10月10日（土）
［受付］10：00 ～ ［開演］10：30 ～ 15：00終了

「引退へ戦い続けて30年と
故郷新潟への思い」（対談）

世界のAI動向を知り、スマホで
体験してみよう！ ～はじめての生成AI入門～

【卓話者プロフィール】
1979年に新潟市に生まれる/1995年４月15日長与千種に師事し、
日本女子プロレス史上最年少（当時）となる15歳でデビュー /1996
年頃　米国のWCWへ参戦/1998年４月　長与から後継者指名
を受ける/2001年12月にGAEA初の生え抜きAAAWシングル王
者となる/2006年仙台サンプラザホールにてセンダイガールズプロ
レスリングの旗揚げ/2011年８月１日新崎人生から団体運営を引き
継ぎ、自ら社長に就任/2025年４月29日引退

■ 開催日時：令和８年９月８日（火）15：00
■ 受　　付：14：30 ～　定員 70 名
■ 会　　場：東京新潟県人会館　２階ホール
■ 申 込 み：県人会事務局（電話：03-3832-7619）
■ 会　　費：（茶菓代）1,000 円

■ 開催日：令和８年 11 月５日（木）
■ 受　付：14：30 ～　定員 70 名
■ 会　場：東京新潟県人会館　２階ホール
■ 申込み：県人会事務局（電話：0 3 - 3 8 3 2 - 7 6 1 9）
■ 会　費：（茶菓代）1,000 円

新潟市出身（元女子プロレスラー /
現センダイガールズプロレスリング（代表取締役社長））

里村 明衣子 氏

柳沢 　　健 氏

【卓話者】

【プロフィール】　�インターネット、クラウド、通信、セキュ
リティ分野の専門家。NTT ドコモビジネ
スのエバンジェリストとして、最新技術を
分かりやすく伝えている。

NTTドコモビジネスエバンジェリスト／博士（工学）
宮 川　 晋 氏【卓話者】

【プロフィール】　�LINE 公式アカウントや Web サイトの構
築、生成 AI を活用した中小企業・店舗の
業務支援に取り組んでいる。

Busitool Labo株式会社 代表取締役
新田  隆二 氏【卓話者】

ノンフィクションライター /第60回卓話の時間卓話者

講演テーマ 講演テーマ



正
副
会
長
会（
７
月
定
例
）

令
和
８
年
７
月
14
日（
火
）

一
、
議
事
録
確
認

二
、
予
算
執
行
状
況
確
認

三
、
５
月
議
事
録
確
認

四
、
議
案
事
項

・
納
涼
ま
つ
り

　

広
告
収
入
増
の
報
告

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

・
芸
能
大
会

　

実
行
委
員
長
：
杉
山
副
会

長

　

副
委
員
長
：
宮
内
常
務
理

事
・
県
人
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

改
訂
→
会
員
会
担
当

五
、
長
期
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確

認
六
、
飲
料
取
扱
→
検
討

七
、
県
人
会
名
刺
→
事
務
局

八
、
市
町
村
会
費
値
上
げ
に

つ
い
て

常
務
理
事
・
納
涼
ま
つ
り
正

副
作
業
部
会
長
会

令
和
８
年
７
月
14
日（
火
）

一
か
ら
六
迄
正
副
会
長
会
同

七
、
常
任
委
員
会
報
告

・
総
務
委
員
会
：
９
月
８
日

卓
話

・
財
務
委
員
会
：
会
計
チ 

ェ
ッ
ク

・
文
化
委
員
会
：
作
品
展
出

展
の
お
願
い
発
送
・
講
演

会
「
水
島
あ
や
め
」
氏
に

依
頼

・
会
員
委
員
会
：
納
涼
ま
つ

り
打
合
せ
・
卓
話
打
合
せ

・
広
報
委
員
会
：
HP
と
内
容

連
携

・
渉
外
委
員
会
：
県
の
上
場

会
社
に
案
内
発
送
計
画

財
団
理
事
会（
７
月
定
例
）

令
和
８
年
７
月
28
日（
火
）

一
、
議
事
録
確
認　

議
事
録

署
名
認
に
つ
い
て
次
回
検

討
二
、
６
月
収
支
報
告

　

10
月
末
ミ
サ
ワ
リ
フ
ォ
ー

ム
退
去

　

CF
等
説
明
（
植
木
理
事
）

三
、
議
案
事
項

・
YH
申
入
れ
→
現
状
報
告

四
、
報
告
事
項

・
会
議
室
４
ク
ロ
ス
張
替
え

終
了
報
告

・
大
規
模
修
繕
試
算
確
認
出

来
次
第
提
出

文
化
委
員
会（
７
月
定
例
）

令
和
８
年
７
月
８
日（
水
）

一
、
納
涼
ま
つ
り
担
当
確
認

二
、
作
品
展
に
つ
い
て

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
確
認

・
DM
葉
書
に
つ
い
て

・
出
展
者
礼
状
に
つ
い
て

広
報
委
員
会（
７
月
定
例
）

令
和
８
年
７
月
10
日（
金
）

一
、
８
月
号
の
進
行
状
況

二
、
９
月
号
編
成
進
行
予
定

三
、
７
月
号
の
反
省

財
務
委
員
会（
７
月
定
例
）

令
和
８
年
７
月
10
日（
金
）

一
、
会
計
報
告

二
、
納
涼
ま
つ
り
に
つ
い
て

三
、
今
後
の
予
定

会
員
委
員
会（
７
月
定
例
）

令
和
８
年
７
月
14
日（
火
）

一
、
納
涼
ま
つ
り
に
つ
い
て

二
、
会
主
催
イ
ベ
ン
ト
検
討

三
、
会
員
拡
大
に
つ
い
て

総
務
委
員
会（
７
月
定
例
）

令
和
８
年
７
月
14
日（
火
）

一
、
今
年
度
の
活
動
方
針
に

つ
い
て

・
地
区
県
人
会
、郷
人
会
、同

窓
会
と
県
人
会
と
の
現
状

　

確
認
及
び
整
理
課
題
抽
出

二
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
ほ

か
・
10
月
ま
で
の
行
事
等
及
び

「
卓
話
の
時
間
」
を
含
む

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確

認
渉
外
委
員
会（
７
月
定
例
）

令
和
８
年
７
月
14
日（
火
）

一
、
各
種
広
告
拡
販
状
況
確

認
と
今
後
の
展
開

二
、
企
業
会
員
増
強
の
確
認

と
今
後
の
展
開

三
、
広
告
主
、
企
業
会
員
に

資
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
修
の
方
向
性

T H E  N I I G ATA では「 ひと」 の魅 力を通じて新 潟をもっと知りたくなる
行きたくなるきっかけとなるイベントを開 催しています！

会
議
・
委
員
会
報
告

東京都中央区銀座 5-6-7
SANWAすずらん Bldg.Ｂ１階～３階・８階
TEL：03-6280-6635（代表）
HP：https://the-niigata.jp/
※各店舗の営業時間は HP等でご確認ください。

THE N IIGATA インフォメーション

利き酒体験付き「日本酒講座」

「余白」東京の暮らしに、新潟という余白を。

毎回大好評！酒蔵数日本一の新潟の日本酒について、楽しく知ることができます。

【日　　時】９月９日（水） ① 12：00 ～ / ② 14：00 ～ / ③ 16：00 ～（各 60 分）
【講　　師】利き酒師の漫才師　にほんしゅ
【参 加 費】1,500 円（利き酒体験付き）
【事前申込】公式 HP の申込フォームから

３階イベントスペースを解放し、自由にお過ごしいただけるイベントをはじめました。
新潟の地域情報誌や新潟を舞台にした漫画などを多数ご用意しています。
少しだけ立ち寄るのも、仕事や勉強をするのも自由。あなたらしい過ごし方で、お気軽にお立ち寄りください。

【日　　時】毎月複数日不定期開催　11：00 ～ 16：00（入退室自由）
【参 加 費】300 円（お茶・お菓子付き）　　【事前申込】不要　　　※開催日は公式HPをご確認ください。
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今
回
は
、
現
在
放
送
中
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
風
、

薫
る
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ド
ラ
マ
の
主
人
公
の
ひ
と
り

「
大
関　

和
（
お
お
ぜ
き 

ち
か
）」

は
、
現
在
の
上
越
市
の
知
命
堂
病

院
で
ナ
ー
ス
と
し
て
働
い
て
い
た
。

今
回
の
プ
レ
ミ
ア
サ
ロ
ン
で
は
、

大
関　

和
の
活
動
と
そ
の
舞
台
と

な
っ
た
上
越
市
の
魅
力
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
新
潟
県
の
看
護
・

医
療
の
実
態
と
魅
力
を
紹
介
す
る
。

「
寄
り
添
い
生
き
る
～
大
関
和
に

　

学
ぶ
育
む
看
護
～
」

大
島　

則
子
氏

　
　
　

医
療
法
人
知
命
堂
病
院

　
　
　

看
護
部
長

　

県
立
吉
田
病
院
附
属
看
護
専

門
学
校
を
卒
業
後
、
１
９
８
９

年
に
新
潟
県
職
員
と
な
り
、
県

立
小
出
病
院
に
配
属
。
２
０
２

１
年
に
知
命
堂
病
院
に
副
看
護

部
長
と
し
て
着
任
。
２
０
２
３

年
よ
り
看
護
部
長
。
初
代
の「
大

関　

和
」
か
ら
数
え
て
14
代
目

の
看
護
部
統
括
責
任
者
と
し
て
、

そ
の
手
腕
を
発
揮
し
て
い
る
。

知
命
堂
病
院
の
概
要
、
歴
史
及

び
理
念
を
説
明
後
、
大
関
の
活
動

を
具
体
的
に
解
説
。
知
命
堂
病
院

は
、
１
８
９
１
（
明
治
24
）
年
に

開
院
し
、
１
８
９
４
年
に
産
婆
看

護
婦
養
成
所
を
開
設
。
そ
の
目
標

の
ひ
と
つ
に
患
者
様
に
優
し
く
思

い
や
り
の
あ
る
医
療
と
介
護
を
掲

げ
て
、
地
域
の
皆
様
の
健
康
と
生

命
を
守
り
心
の
こ
も
っ
た
医
療
と

福
祉
を
提
供
で
き
る
施
設
を
理
念

と
し
て
運
営
し
て
き
て
い
る
。

大
関
は
１
８
５
８
年
に
栃
木
県

大
田
原
市
に
生
ま
れ
、
近
代
的
な

看
護
婦
の
養
成
を
目
指
し
て
設
立

さ
れ
た
桜
井
女
学
校
附
属
看
護
学

院
の
第
１
期
生
と
し
て
入
学
し
、

ア
グ
ネ
ス
・
ヴ
ェ
ッ
チ
講
師
か
ら

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
説
く
看
護
を

徹
底
的
に
仕
込
ま
れ
る
。
養
成
所

で
は
東
京
医
科
大
学
附
属
第
一
医

院
で
実
習
と
勤
務
も
経
験
。
キ
リ

ス
ト
教
に
基
づ
く
奉
仕
と
人
間
愛

と
い
う
倫
理
観
を
持
っ
て
看
護
に

従
事
し
、
明
治
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
と
呼
ば
れ
た
。
卒
業
後
、
大
関

は
、
附
属
第
一
医
院
の
初
代
外
科

看
護
婦
取
締
役
も
務
め
、
現
場
を

ま
と
め
る
責
任
の
重
い
仕
事
、
患

者
の
命
と
尊
厳
を
守
る
看
護
、
待

遇
改
善
を
求
め
る
建
議
書
の
提
出

を
実
践
。
開
院
初
期
の
知
命
堂
病

院
で
も
、
初
代
看
護
婦
長
と
し
て
、

同
様
に
多
く
の
役
割
を
担
い
、
現

場
で
働
く
だ
け
で
な
く
、
後
進
の

育
成
に
も
力
を
注
い
だ
。
大
関
は
、

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
思
想
を
日
本

で
最
も
忠
実
に
実
践
し
た
人
で
あ

り
、「
看
護
と
は
手
と
目
で
人
を

見
守
る
、
支
え
る
、
助
け
る　

護

る
こ
と
」
と
し
て
活
動
し
、
後
進

の
育
成
に
あ
た
っ
た
。
知
命
堂
病

院
で
は
、
そ
の
教
え
を
継
承
し
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

「
上
越
市
の
歴
史
と
連
続
テ
レ
ビ

小
説「
風
、薫
る
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）を

い
か
し
た
取
組
」

井
部　

友
博
氏

上
越
市
観
光
推
進
課　

主
任

　

２
０
１
７
年
度
に
上
越
市
役

所
に
入
庁
。
浦
川
原
区
総
合
事

務
所
に
配
属
さ
れ
、建
設
関
係
業

務
を
担
当
。
環
境
部
門
や
広
報

部
門
を
経
て
観
光
部
門
に
配
属
。

２
０
２
５
年
度
か
ら
は
、
連
続

テ
レ
ビ
「
風
、薫
る
」
に
関
す
る

業
務
を
担
当
し
、
上
越
市
の
さ

ら
な
る
誘
客
と
認
知
向
上
の
た

め
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観

光
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

上
越
市
の
歴
史
と
自
然
に
つ
い

て
の
概
要
を
紹
介
。
次
い
で
、
テ

レ
ビ
小
説
を
い
か
し
た
取
組
が
語

ら
れ
た
。
上
越
市
は
、「
大
関　

和
」

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ド
ラ
マ
活
用

推
進
協
議
会
を
設
置
し
て
対
応
。

ロ
ケ
・
舞
台
地
決
定
約
１
カ
月
を

受
け
て
新
た
な
取
組
―
誘
客
の
た

め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
：
大

関
和
と
高
田
の
紹
介
、
モ
デ
ル

コ
ー
ス
、
ご
当
地
グ
ル
メ
・
お
土

産
の
紹
介
等
、
大
関
和
に
関
す
る

講
演
会
の
実
施
、
モ
チ
ー
フ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
作
成
等
に
よ
り
、
上

越
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
き
た
。

引
き
続
き
、
放
送
を
契
機
と
し
た

観
光
の
推
進
、
大
関
和
を
知
っ
て

も
ら
う
試
み
、
看
護
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
試
み
、
を
行
っ
て

ゆ
く
予
定
で
あ
る
。

（
討
論
者
）　

講
演
の
２
氏

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
―
）

山
崎　

ま
ゆ
み
氏

　

跡
見
学
園
女
子
大
学
兼
任

　

講
師
・
温
泉
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

講
演
を
受
け
て
、
山
崎
氏
の
司

会
に
よ
り
、
２
人
の
講
演
者
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
。

テ
レ
ビ
小
説
の
制
作
と
放
映
の
影

響
は
特
に
地
元
で
は
大
き
い
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
を
含
む
関
係
者
に
は
、
上
越

市
の
歴
史
と
魅
力
、
大
関
の
功
績

と
看
護
の
大
切
さ
が
深
く
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

現
段
階
で
は
、
全
国
的
に
は
そ
の

波
及
効
果
は
今
ひ
と
つ
の
よ
う
で

あ
る
。
特
に
テ
レ
ビ
離
れ
の
若
年

層
に
は
。
今
後
は
、
そ
の
点
を
踏

ま
え
て
地
道
に
活
動
し
て
ゆ
き
た

い
、
と
結
ば
れ
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
後
、
恒
例
の
歓

談
・
交
流
の
会
が
、
地
元
か
ら
提

供
さ
れ
た
食
品
を
つ
ま
み
に
、
お

酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
賑
や

か
に
行
わ
れ
た
。
今
回
は
参
加
者

が
や
や
少
な
め
で
あ
っ
た
が
盛
会

で
あ
っ
た
。�

（
広
報
：
前
田
）

（
広
報
・
樋
口
）

　
　

主
催
：
新
潟
県
知
事
政
策
局
広
報
広
聴
課
広
報
戦
略
室

　
　

日
時
：
７
月
29
日
（
水
）
16
時

　
　

会
場
：
銀
座
・
新
潟
情
報
館 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ 

３
階
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

「
歴
史
と
自
然
に
出
会
う
ま
ち
上
越
と
新
潟
県
の
看
護・医
療
」

第
45
回　

新
潟
プ
レ
ミ
ア
サ
ロ
ン

◉
講
演
◉

◉
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
◉

（ 13 ）



粟島浦村

村上市

関川村胎内市
聖籠町

新発田市
阿賀野市

五泉市 阿賀町

新潟市

加茂市

田上町弥彦村
燕市

三条市見附市出雲崎町

刈羽村

柏崎市
長岡市

小千谷市 魚沼市

南魚沼市
十日町市

津南町

湯沢町

上越市

妙高市
糸魚川市

佐渡市

市
町
村

だ
よ
り

第
２
８
６
回

ふ
る
さ
と
新
潟

７
エ
リ
ア
に

点
在
し
て
い
る

色
々
な
情
報
を

お
届
け
し
ま
す

新潟市
北区 東区 中央区 江南区
秋葉区 南区 西区 西蒲区

佐
渡

佐
渡
島
エ
リ
ア

中
越
１

長
岡
・
柏
崎
エ
リ
ア

小
千
谷
縮（
小
千
谷
市
）

◎
小
千
谷
で
は
約
１
２
０
０

年
前
か
ら
麻
織
物
の
文
化
が

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

◎
代
表
的
な
小
千
谷
縮
は
、

江
戸
時
代
初
期
に
播
州
明
石

か
ら
来
た
堀
次
郎
将
俊
が
越

後
麻
布
を
改
良
し
て
完
成
さ

せ
た
伝
統
織
物
で
、「
し
ぼ
」

と
呼
ば
れ
る
独
特
の
シ
ワ
に

よ
る
涼
や
か
な
風
合
い
が
特

徴
で
す
。
そ
の
高
い
技
術
が

認
め
ら
れ
、昭
和
30
年（
１
９

５
５
年
）に
は
国
の
重
要
無

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
原
料
に
は
上
質
な
苧
麻

を
用
い
、細
く
裂
い
た
繊
維

を
つ
な
い
で
糸
を
作
り
、模

様
を
合
わ
せ
な
が
ら
一
本
一

本
丁
寧
に
織
り
上
げ
ま
す
。

仕
上
げ
に
は
雪
の
上
で
漂
白

す
る「
雪
ざ
ら
し
」が
行
わ

れ
、小
千
谷
に
春
を
告
げ
る

風
物
詩
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

◎
ま
た
、こ
の
技
法
を
生
か

し
た
小
千
谷
紬
も
伝
統
的
工

芸
品
に
指
定
さ
れ
、現
在
も

着
物
愛
好
家
を
中
心
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

小
千
谷
市
に
ぎ
わ
い
交
流
課

☎
０
２
５
８-

８
３-

３
５
１
２

◎
池
田
記
念
美
術
館
は
、雄

大
な
八
海
山
と
駒
ヶ
岳
を
望

む
八
色
の
森
公
園
内
に
あ
る

美
術
館
で
す
。
プ
ロ
野
球
や

相
撲
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど

の
資
料
が
並
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
文

化
展
示
室
や
、小
泉
八
雲（
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）と
妻

セ
ツ
に
ゆ
か
り
の
直
筆
原
稿

や
手
紙
な
ど
を
展
示
す
る
小

泉
八
雲
文
学
資
料
室
が
あ
り

ま
す
。

◎
９
月
・
10
月
は
、企
画
展

「
壁
を
超
え
た
か
？
―
タ
マ

ビ
ノ
ア
レ
コ
レ
―
」を
開
催

し
ま
す
。
多
摩
美
術
大
学
で

学
ん
だ
作
家
約
50
人
が
参
加

し
、社
会
や
個
人
の「
壁
」を

ど
う
表
現
し
て
き
た
か
を
た

ど
り
ま
す
。

◎
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
味
わ
え

る
、小
泉
八
雲
ゆ
か
り
の「
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ
珈
琲
」も
お
す

す
め
で
す
。
展
示
と
あ
わ
せ

て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

池
田
記
念
美
術
館

入
館
料：
一
般
５
０
０
円
、高
校
生

以
下
無
料

休
館
日：
水
曜
日（
臨
時
休
館
あ

り
）

☎
０
２
５-

７
８
０-

４
０
８
０

中
越
２

魚
沼
・
十
日
町
エ
リ
ア

池
田
記
念
美
術
館

�

（
南
魚
沼
市
）

佐
渡
で
初
の
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
開
催

�

（
佐
渡
市
）

◎
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

は
、舗
装
さ
れ
て
い
な
い
登

山
道
や
林
道
な
ど
、自
然
の

中
を
走
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

◎
佐
渡
の
雄
大
な
山
々
、海

を
望
む
絶
景
を
十
分
に
楽
し

め
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
大
会
が
10
月
17
日（
土
）に

初
開
催
さ
れ
ま
す
。

◎
こ
の
大
会
は
、佐
渡
が
誇

る
４
大
ス
ポ
ー
ツ
大
会「
ト

キ
マ
ラ
ソ
ン
」「
ロ
ン
グ
ラ

イ
ド
」「
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
」「
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
」に
続
く
、「
第

５
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
」

と
し
て
、佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
振

興
大
使
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ

ダ
リ
ス
ト
の
松
田
丈
志
さ
ん

か
ら
の
ご
提
案
に
よ
り
実
現

し
ま
し
た
。

◎
あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡（
両
津
）

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し

た
約
50
キ
ロ
の
コ
ー
ス
と
、

ド
ン
デ
ン
山
荘
を
ス
タ
ー
ト
、 

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡
を
ゴ
ー
ル

と
し
た
約
30
キ
ロ
の
コ
ー
ス

を
、最
長
10
時
間
か
け
て
選

手
が
駆
け
抜
け
ま
す
。

佐
渡
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
０
２
５
９-

６
３-

５
１
４
０

国
指
定
重
要
無
形
文
化
財

「
小
千
谷
縮
」

（ 14 ）



下
越
１

村
上
・
新
発
田
エ
リ
ア

上
越

上
越
・
糸
魚
川
エ
リ
ア

◎
加
茂
市
の
明
る
い
未
来

を
、共
に
創
り
ま
せ
ん
か
。
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、地

方
創
生
を
直
接
支
援
で
き
る

仕
組
み
で
す
。
寄
附
額
の
最

大
約
九
割
が
軽
減
さ
れ
る
、

高
い
税
制
優
遇
が
大
き
な
魅

力
。
社
会
貢
献
と
同
時
に
、

企
業
イ
メ
ー
ジ
向
上
や
、故

郷
と
の
縁
も
深
ま
り
ま
す
。

加
茂
市
で
は
、産
業
振
興
や

子
育
て
支
援
な
ど
多
彩
な
事

業
を
展
開
中
。
貴
社
の
チ
カ

ラ
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
！

◎
詳
細
は
、加
茂
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
。

加
茂
市
商
工
観
光
課
ふ
る
さ
と
寄

付
金
係

☎
０
２
５
６-

５
２-

０
０
８
０

E
-M

ail

：syoko@
city.kam

o.

niigata.jp

加
茂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.city.kam

o.

niigata.jp/docs/317940.htm
l

◎
日
本
中
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
が
糸
魚
川
に
集
合
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
今
年
で
35
回
目

を
迎
え
ま
す
。

◎
石
の
博
物
館
・
フ
ォ
ッ
サ

マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
会

場
に
、１
９
７
４
年
以
前
に

製
造
さ
れ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
が
ず
ら
り
と
展
示
さ
れ

ま
す
。
時
代
を
超
え
て
愛
さ

れ
、美
し
さ
が
引
き
立
つ
国

産
車
・
外
国
車
が
一
堂
に
会

す
る
糸
魚
川
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

展
示
の
ほ
か
に
も
、糸
魚
川

市
内
を
約
30
台
の
名
車
が
走

る
ジ
ョ
イ
フ
ル
ラ
リ
ー
や
、

１
９
７
０
年
式
の
ボ
ン
ネ
ッ

ト
バ
ス
の
展
示
、ま
た
特
別

展
示
車
両
と
し
て
Ｆ
１
マ
シ

ン
も
登
場
し
ま
す
。
歴
史
を

彩
っ
て
き
た
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
の
魅
力
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
走
り
を
間
近
で
体
感

で
き
ま
す
。

開
催
日
時：
９
月
６
日（
日
）９
時

30
分
～
15
時
30
分

会
場：
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム

主
催：
日
本
海
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

レ
ビ
ュ
ー
実
行
委
員
会

問
合
せ：（
一
社
）糸
魚
川
市
観
光

協
会

☎
０
２
５-

５
５
３-

０
３
１
８

◎
新
潟
市
東
区
は
、明
治
時

代
後
期
に
山
の
下
地
区
で
機

械
や
車
両
の
製
造
が
始
ま
っ

て
以
来
、大
小
さ
ま
ざ
ま
な

工
場
が
建
設
さ
れ
、産
業
の

ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。

◎
区
で
は
こ
れ
ま
で「
新
潟

市
東
区
産
業
観
光
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」の
発
行
や
、も
の
づ

く
り
の
現
場
を
公
開
す
る

「
東
区
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」を
開
催
。
ま
た
、「
新

潟
市
東
区
工
場
夜
景
バ
ス
ツ

ア
ー
」は
例
年
好
評
で
、夜
景

だ
け
で
な
く
東
区
の
魅
力
を

感
じ
ら
れ
る
ツ
ア
ー
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◎
区
内
外
へ
の
魅
力
発
信
を

さ
ら
に
進
め
る
た
め
、東
区

公
式Instagram

で
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
様
子
の
ほ
か
、

「
あ
な
た
が
見
せ
た
い
東
区
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
応
募
作
品
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

◎
産
業
風
景
以
外
に
も
、自

然
豊
か
な
公
園
や
歴
史
を
感

じ
る
史
跡
な
ど
、見
所
が
た

く
さ
ん
あ
る
東
区
へ
出
掛
け

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

新
潟
市
東
区
役
所
地
域
課

☎
０
２
５-

２
５
０-

２
１
３
０

下
越
２

新
潟
・
阿
賀
エ
リ
ア

◎
胎
内
市
で
は
、秋
の
恒
例

イ
ベ
ン
ト「
米
粉
フ
ェ
ス
タ 

in 

た
い
な
い
」を
開
催
し
ま

す
。

◎
会
場
に
は
米
粉
グ
ル
メ
が

並
び
、昨
年
誕
生
し
た「
胎
内

ゴ
ー
ル
ド
ヤ
キ
ソ
バ
」も
定

着
に
向
け
て
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
市
内
飲
食
店
の
定

番
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
す

る
店
も
増
え
、イ
ベ
ン
ト
発

の〝
ま
ち
の
味
〟と
し
て
育
ち

始
め
て
い
ま
す
。
帰
省
の
折

に
は
、ぜ
ひ
胎
内
の〝
食
の

秋
〟を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日：10
月
11
日（
日
）

時
間：10
時
～
15
時
30
分

会
場：
道
の
駅「
胎
内
」／
河
川
公

園
内

問
合
せ：胎
内
市
観
光
協
会 

☎
０
２
５
４-

４
７-

２
７
２
３

関
連
サ
イ
ト：
胎
内
市
観
光
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〈
胎
内
観
光N

AVI

〉

https://tainai.info/

第
14
回
米
粉
フ
ェ
ス
タ

in 

た
い
な
い

～
胎
内
ゴ
ー
ル
ド
ヤ
キ
ソ
バ
の

定
着
に
向
け
て
～

県
央

弥
彦
・
燕
三
条
エ
リ
ア

加
茂
市
を
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
で
応
援

し
て
み
ま
せ
ん
か

第
35
回
日
本
海

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
レ
ビュー

�

（
糸
魚
川
市
）

「
産
業
の
ま
ち
東
区
」の

魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す

�

（
新
潟
市
東
区
）

（ 15 ）



さ
を
飲
む
瞬
間
ま
で
届
け
る
た

め
、
酒
質
設
計
だ
け
で
な
く
品
質

保
持
の
体
制
も
大
き
く
見
直
し
ま

し
た
。
年
間
を
通
し
て
計
画
的
に

仕
込
む
四
季
醸
造
、
搾
っ
た
後
の

酒
を
で
き
る
だ
け
空
気
に
触
れ
さ

せ
ず
、
や
さ
し
く
汲
ん
で
や
さ
し

く
送
る
酸
化
防
止
、
瓶
詰
め
後
に

低
温
で
守
る
冷
蔵
瓶
貯
蔵
を
整

備
。
瓶
貯
蔵
能
力
は
従
来
の
５
万

本
か
ら
最
大
30
万
本
規
模
へ
拡
充

し
ま
し
た
。

試
飲
会
で
は
、
新
し
い
商
品
９

品
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
藤
野

杜
氏
か
ら
酒
造
り
へ
の
思
い
や
商

品
の
特
徴
を
説
明
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
皆
様
か
ら
は
多
く
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、
新
し
い
吉
乃
川
へ

の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
る
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

多
く
の
既
存
商
品
が
役
割
を
終

え
、
新
し
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
へ
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
馴
染
み
の
あ

る
銘
柄
と
の
別
れ
を
残
念
に
思
わ

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
吉
乃
川
ら

し
い
味
わ
い
と
、
手
に
取
り
や
す

く
、
き
ち
ん
と
お
い
し
い
酒
を
届

け
る
姿
勢
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
新

商
品
は
９
月
11
日
に
蔵
出
し
し
、

９
月
15
日
以
降
、
順
次
店
頭
に
並

ぶ
予
定
で
す
。
東
京
で
も
百
貨
店

な
ど
で
各
種
催
事
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
吉
乃
川
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

故
郷
の
酒
の
新
し
い
一
歩
に
、
ぜ

ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

去
る
７
月
22
日
（
水
）、
東
京
・

新
潟
県
人
会
館
（
ふ
れ
あ
い
ふ
る

さ
と
館
）
２
階
ホ
ー
ル
に
て
、
吉

乃
川
株
式
会
社
「
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
お
披
露
目
試
飲
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
36
度
を

超
す
猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
卸
、

酒
販
店
、
飲
食
店
な
ど
流
通
に
携

わ
る
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
説
明
と
試
飲
を
組
み
合
わ

せ
た
約
30
分
の
会
を
６
回
に
わ
た

り
実
施
し
ま
し
た
。

説
明
の
冒
頭
で
は
、
蔵
元
二
十

代
目
の
川
上
将
司
代
表
取
締
役
常

務
が
、
今
回
の
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
込
め
た
思
い
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。
吉
乃
川
は
天
文
17（
１
５
４
８
）

年
の
創
業
以
来
、
越
後
長
岡
の
地

で
、
日
々
の
暮
ら
し
や
食
卓
に
寄

り
添
う
酒
を
造
り
続
け
て
き
ま
し

た
。
県
人
会
の
皆
様
に
と
っ
て
も
、

故
郷
を
思
い
起
こ
す
身
近
な
銘
柄

の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
方
、
時
代
と
と
も
に
家
庭
で

の
晩
酌
や
外
食
の
風
景
は
変
わ

り
、
日
本
酒
の
楽
し
み
方
や
求
め

ら
れ
る
味
わ
い
も
大
き
く
広
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ
姿

を
守
る
だ
け
で
は
、
吉
乃
川
が
大

切
に
し
て
き
た
「
毎
日
を
豊
か
に

す
る
酒
」
を
、
次
の
世
代
へ
残
し

て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
掲
げ
た
の
が
「
変
わ
ら
な
い

た
め
に
、
変
わ
る
」
と
い
う
決
意

で
す
。
長
年
培
っ
て
き
た
吉
乃
川

ら
し
さ
を
守
る
た
め
に
、
今
の
時

代
に
合
う
姿
へ
と
自
ら
を
磨
き
直

す
。
今
回
の
挑
戦
は
、
そ
の
覚
悟

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

新
た
な
理
念
は
「
お
酒
づ
く
り

を
通
じ
て
、
す
べ
て
の
ひ
と
の
豊

か
な
毎
日
を
醸
し
つ
づ
け
る
」。
こ

の
思
い
を
形
に
す
る
た
め
、
企
業

理
念
か
ら
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
ラ
ベ
ル

デ
ザ
イ
ン
、
商
品
体
系
ま
で
、
考

え
方
と
見
え
方
を
一
つ
の
軸
で
整

え
ま
し
た
。
新
し
い
ロ
ゴ
や
デ
ザ

イ
ン
に
は
、
絶
え
ず
流
れ
な
が
ら

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
「
川
」

の
姿
を
重
ね
て
い
ま
す
。

商
品
体
系
も
、
役
割
に
応
じ
て

「
日
々
の
酒
」「
原
点
の
酒
」「
特
別

な
酒
」「
至
高
の
酒
」
に
整
理
し

ま
し
た
。
毎
日
の
食
事
や
外
食
に

寄
り
添
う
主
力
商
品
を
中
心
に
、

吉
乃
川
が
長
く
培
っ
て
き
た
晩
酌

酒
の
価
値
、
技
術
に
新
た
な
魅
力

を
加
え
た
酒
、
職
人
技
を
高
い
純

度
で
表
現
す
る
酒
ま
で
、
選
ぶ
場

面
が
分
か
り
や
す
い
構
成
と
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、「
極
上
吉

乃
川
」
を
は
じ
め
多
く
の
既
存
商

品
は
役
割
を
終
え
ま
す
が
、「
厳

選
辛
口
」
は
原
点
の
酒
と
し
て
味

わ
い
を
受
け
継
ぎ
、
装
い
を
新
た

に
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
価
値
を
、

次
の
時
代
へ
手
渡
す
た
め
の
再
編

で
す
。
新
し
さ
だ
け
を
追
う
の
で

は
な
く
、
親
し
み
と
安
心
感
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
今
の
食
卓
へ
と

丁
寧
に
つ
な
ぎ
直
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
の
挑
戦
で
す
。

酒
の
味
わ
い
も
改
め
て
見
つ
め

直
し
ま
し
た
。
吉
乃
川
が
目
指
す

味
を
「
美
味
淡
麗
」
と
名
付
け
、

き
れ
い
な
酒
質
を
基
調
に
、
上
品

な
甘
み
、
穏
や
か
な
酸
、
旨
味
が

調
和
し
、
心
地
よ
い
余
韻
を
残
し

な
が
ら
最
後
は
す
っ
と
切
れ
る
味

わ
い
と
し
て
再
定
義
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
従
来
の
吉
乃
川
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
く
、
や
わ
ら
か
さ

や
食
事
と
の
な
じ
み
、
飲
み
飽
き

し
な
い
心
地
よ
さ
を
、
現
代
の
食

卓
に
合
わ
せ
て
進
化
さ
せ
た
も
の

で
す
。

さ
ら
に
、
造
っ
た
時
の
お
い
し

～新潟県人会館で「リブランディングお披露目試飲説明会」を開催～

日時：令和８年７月22日（水）
会場：東京新潟県人会館（ふれあいふるさと館）２Fホール

変わらないために、変わる。
新しい吉乃川、始まります

川上将司代表取締役常務が、「変わらない
ために、変わる」という決意と、新しい吉
乃川が目指す姿を説明。

新商品９品の試飲では、酒造りへの思い
や味わいの特徴を紹介。参加者から多く
の質問が寄せられました。

（ 16 ）



◉
9
月
号
広
告
目
次

　

左
記
の
企
業
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

新
潟
縣
人

二
〇
二
六
年
九
月
号

定
価
三
〇
〇
円 （
送
料
別
）

発
行 

東
京
新
潟
県
人
会

編
集 

東
京
新
潟
県
人
会
広
報
委
員
会

〒
一
一
〇
―
〇
〇
〇
五

東
京
都
台
東
区
上
野
一
―
十
三
―
六

電
話 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
一
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
三
九
番

振
替 

〇
〇
一
六
〇（
四
）六
二
七
二
四

名
義 

東
京
新
潟
県
人
会

印
刷 

㈱D
I Palette

　
　

 �

東
京
都
中
央
区
晴
海
一
―
八
―
十 

晴
海
ア
イ
ラ
ン
ド 

ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア 

オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
Ｘ
棟
40
階

編

集

後

記

記
録
的
な
猛
暑
が
続
く
こ
の

夏
、
熊
本
で
は
再
び
大
き
な
地
震

が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が
も
た

ら
さ
れ
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表

し
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
酷
暑
の
中
で

の
避
難
生
活
は
、
温
度
調
整
や
水

分
補
給
が
大
事
な
こ
と
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。今
月
号
の
表
紙
は
、

田
上
町
の
「
た
が
み
バ
ン
ブ
ー

ブ
ー
」
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が

力
を
合
わ
せ
て
作
り
上
げ
る
幻
想

的
な
柔
ら
か
な
竹
あ
か
り
は
、
竹

林
を
地
域
の
魅
力
へ
と
変
え
る
取

り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。
柔
ら
か

な
竹
の
光
に
、
人
と
人
と
の
ぬ
く

も
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

�

（
広
報
委
員
長 

島
田 

光
明
）

二
幸
産
業
㈱
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表
4

事業継承（親族、従業員、外部）・Ｍ＆Ａ・事業再生に関わるご相談、
何なりとどうぞ‼（初回無料です）

東京新潟県人会　７月号

飲
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
。
お
い
し
く
適
量
を
。

新 潟 県 長 岡 市 朝 日 880 ― 1
T E L . 0 2 5 8 （ 9 2 ） 3 1 8 1

本　　社　新潟市中央区万代 4 丁目 5 番 15 号
　　　　　TEL ０２５- ２４７- ５１７１
東京支店　東京都新宿区中里町 29 番地 3
　　　　　TEL ０３- ５２０６- ５６６０
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新潟本社　〒９５１-８６５０　新潟市中央区西湊町通三ノ町3300-3

　　　　　　　　　　 　　  　ＴＥＬ  ０２５-２２９-２５１１(代表)

東京支店　〒１０１-００３３　東京都千代田区神田岩本町４

　　　　　　　　　　 　　  　ＴＥＬ  ０３-３２５６-０９２１(代表)

　ホームページアドレス　https://www.honmagumi.co.jp

東京営業部 東京都中央区京橋２－４－１２（第一生命京橋キノテラス６階）

TEL 03(3270)4441

池袋支店 東京都豊島区池袋２－１－６（群馬銀行池袋ビル８階）

TEL 03(3981)8221

e-mail：daiichi-kankyo@mx1.alpha-web.ne.jp
本　社　東京都世田谷区代田 6－6－9－1A　☎03（3468）4114㈹

●　環境ダイイチ　あなたの為に!!

社　長　金　子　秀五郎（燕市出身）

ゴキブリ、ダニ、南京虫、ネズミ
白アリ、樹木害虫、除草作業

衛生害虫駆除請負

（ 18 ）



ご用命は　惣菜部　小澤まで

つくば加工センター　（有）友新工業



東
京
新
潟
県
人
会　

事
務
局
／
電
話
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
１
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
３
９

新
潟
縣
人
　
　
九
月
号（
第
八
六
五
号
）

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
印
刷
　
令
和
八
年
九
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

昭
和
三
十
二
年
一
月
十
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
　
第
二
甲
第
九
号
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